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平成２１年度

　　　Ｋ－ＲＩＰ
プロジェクト
募　集　要　項

平成２１年3月

九州地域環境･リサイクル産業交流プラザ（Ｋ－ＲＩＰ）

平成２１年度Ｋ－ＲＩＰプロジェクトの流れ

	時　期
	会　員
	Ｋ－ＲＩＰ

	２１年
	
	

	3月
	
	プロジェクト募集（3／９～４／６）

	
	
	書類選考（Ｋ-ＲＩＰプロジェクト審査会）

	
	
	

	４月２３日
（木）
	応募者プレゼンテーション
	

	
	
	選考(Ｋ-ＲＩＰプロジェクト審査会)

	
	
	

	
	
	

	
	
	採 　択（ビジネス創出部会）

	５月中旬
	結果通知
	　

申請書内容について専門家が支援

	
	
助成金交付申請書提出
	

	６月上旬

６月中旬
	
	

	から順次
	
	助成金交付決定(準備金：決定額の50%交付)

	
	事業開始(決定後順次)
	

	
	プロジェクト運営
	専門家がプロジェクト運営支援

	２２年
	
	

	２月2０日
	プロジェクト完了
	

	
	
	

	
	実績報告書提出
	専門家が実績報告書作成支援

	３月１０日
	決算報告書提出
	

	
	
	

	
	
	助成金額の確定

	３月１６日
	精算払請求
	

	３月２８日
	
	精 算 払

	
	
	


注）プロジェクトの成果については、ビジネス創出部会長が定める場において、その成果を発表していただきます。

Ⅰ．プロジェクト提案について　　　　　　　　　　
１．プロジェクトの適合性

  Ｋ－ＲＩＰプロジェクトは、Ｋ－ＲＩＰ会員が以下の内容に即して実施する環境・リサイクル産業の育成・振興に係る事業への支援を通じて、九州地域を循環型経済社会のモデルとするための制度です。提案するにあたっては、以下の考え方の、いくつかを満たしていることが必要です。

  　（１）社会的貢献性
提案するアイディア、技術、製品、サービスは３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）、廃棄物処理、環境保全、環境に配慮した製品開発、新エネルギー、省エネ、企業内の環境経営並びに環境コミュニティ・ビジネス等の環境産業に属するもの、及びこれらの海外展開に係る事業を対象といたします。

  　（２）新規性（独自性を含む）

ａ．提案するアイディア、技術、製品、サービスが市場や地域社会において既に認知されている、あるいは使用されているものと比較して新規性があるものを対象とします。

ｂ．提案するアイディア、技術、製品、サービスが他の分野では認知されている、あるいは使用されているが、事業化する分野としては認知されていない、あるいは使用されていないものを対象とします。

ｃ．海外で新たな市場を開拓する事業についても対象とします。
  　（３）実現性

ａ．提案するアイディア、技術、製品、サービスで事業化できるものを対象とします。

ｂ．アイディア、技術が製品、サービスとして具現化できるものを対象とします。

　　　ｃ．２年以内に海外において環境ビジネスを展開する具体的な計画があるものを対象とします。
  　（４）市場性・成長性
ａ．事業化できる市場規模があるものを対象といたします。

ｂ．現在、市場規模は小さいが、将来的に市場性が見込めるものを対象といたします。

ｃ．成熟市場であるが、新規性・独自性のある製品、サービスを投入・提供することによって市場の活性化が期待できるものを対象といたします。

ｄ．環境製品・商品の販売促進に関するものを対象とします。

  　（５）その他

過去にK－ＲＩＰプロジェクトとして提案し、不採択となった案件も対象とします。

２．採択までの手順

（１）応募資格

K－ＲＩＰプロジェクトの応募者は、K－ＲＩＰ会員もしくは、K－ＲＩＰプロジェクト応募時に入会する者とします。

（２）応募期間
平成２１年度については、3月９日から４月６日までをＫ－ＲＩＰプロジェクトの応募期間とします。

Ｋ－ＲＩＰ会員であれば誰でも応募することができます。なお、所定の様式でＫ－ＲＩＰ事務局に申請に必要な書類を提出していただきます。

  　（３）書類選考

　　　応募プロジェクトが多数の場合等には、Ｋ-ＲＩＰプロジェクト審査会（ビジネス創出部会幹事、自治体、学識経験者等で構成）にて事前に書類選考を行う場合があります。

　　（４）プレゼンテーション
（３）の書類選考を通過したプロジェクト応募者は、４月（予定）に開催される応募者プレゼンテーション（K－RIPプロジェクト審査会）において、プレゼンテーションを行っていただきます。
  　（５）審査・採択
Ｋ－ＲＩＰプロジェクトへの適合性、経費の妥当性等について、プレゼンテーション内容等も参考に、K―RIPプロジェクト審査会において審査し、ビジネス創出部会で正式にその年度のＫ－ＲＩＰプロジェクトとして採択します。
　　　なお、国・地方自治体、中小企業支援機関等の他の補助金を今年度獲得し、その内容が同一案件で、内容が重複する場合は、本事業の助成金はご辞退いただき、助成金以外の支援を行います。

  　（６）支援メニューの検討
認定されたＫ－ＲＩＰプロジェクトへの支援内容については、ビジネス創出部会幹事会が外部機関の協力も得た上で決定します。

支援内容としては、以下のとおりです。

  ①Ｋ－ＲＩＰプロジェクトとしての認知・広報・成果発表会の場の提供
  ②関連情報の提供、アドバイザー（専門家）派遣
  ③地方自治体等関係機関との連携支援
  ④補助金・融資制度等の情報提供
  ⑤研究会等の運営経費の助成等
３．実施期間

Ｋ－ＲＩＰプロジェクトとして採択されたプロジェクトを実施する期間は、助成金交付決定後（6月予定）から翌年3月9日までとします。
なお、不測の事態等により助成事業期間に終了できない場合はビジネス創出部会長の承認を必要とします。
４．成果の発表

　

　本プロジェクトに伴う成果については、ビジネス創出部会長が定める場において、その成果を発表していただきます。

５．助成金負担の範囲
（１）Ｋ－ＲＩＰが負担する助成金は、一定の活動経費として総額３５０万円、採択数は３～４件程度を予定しております。（但し、１件１００万円以内）

（２）助成金交付先は、本プロジェクトに係る費用の一部を自己の責任において、対象者等からの費用徴収（講習会費等）により調達することができます。

６．助成金の支払方法等

　本事業は、採択者の助成金交付決定後に生じた事業に係る費目に対してのみ助成金支払対象といたします。

　プロジェクト助成金は、確定した金額を年度末に精算払により支払うことを原則としますが、採択者の要望を勘案のうえ、助成金交付決定額のうち、金額の半額を申請書受理時に支払うことも可能とします。

Ⅱ　申請の要領

１．申請に必要な書類                                                            

提案書等の提出に当たっては、正本１部、副本１部を提出して下さい。

なお、提出いただいた書類については一切返却いたしませんので、ご了承下さい。

（1） 「Ｋ－ＲＩＰプロジェクト提案書（様式１－①）」、「Ｋ－ＲＩＰプロジェクト実施計画書（様式１－②）」および「Ｋ－ＲＩＰプロジェクト費用明細書（様式１－③）」をＫ－ＲＩＰ事務局に提出していただきます。

（2） Ｋ－ＲＩＰからプロジェクト助成金の交付決定通知を受けた応募者は、決定通知を受けた後すみやかに、実施要綱に基づき事業を開始することとします。

２．提案書作成に当たっての注意事項 

（1） 紙の大きさはＡ４版とし、定められた様式により作成していただきます。
　　　様式は、K-RIPホームページからもダウンロードできます。

　　　http://www.k-rip.gr.jp
（2） 判読時の正確を期すために、ワープロ、パソコン等のコンピュータ印字又はタイプ等により作成していただきます。

３．書類の提出期限、提出先及び提出方法                                      

（1） 提出期限

平成２１年４月６日（月）必着

（2） 提出部数、提出先及び提出方法

Ｋ－ＲＩＰ事務局宛に郵便又は宅配便により、正本１部、副本１部を提出して下さい。また申請書の電子データをCD-Rにて添付してください。（ＦＡＸよる提出は、受け付けられません。）
（3） 提出先住所

　　　　〒８１２－００１３

　　　　福岡市博多区博多駅東２－１３－２４　(財)九州産業技術センター内

　　　　　九州地域環境･リサイクル産業交流プラザ（Ｋ－ＲＩＰ）事務局

ＴＥＬ：０９２－４７４－００４２

平成２１年度Ｋ－ＲＩＰプロジェクト

応　募　書　類　様　式

（様式１－①）

平成　年　月　日

ビジネス創出部会長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属団体名称：

　　　　　　　　　　    　　　　　　役　　　　職：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　名：　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：　　　　　　　　　　FAX：

Ｋ－ＲＩＰプロジェクト提案書
平成２１年度Ｋ－ＲＩＰプロジェクトを下記により提案します。

記

１．プロジェクト名　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．助成申請額     　　　 金  　　　　　　　　　　　　　円

３．申請内容　　　　　　　別添（Ｋ－ＲＩＰプロジェクト実施計画書）のとおり

４．支出内訳　　　　  　　別添（Ｋ－ＲＩＰプロジェクト費用明細書）のとおり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

（様式１－②）

Ｋ－ＲＩＰプロジェクト実施計画書
１．プロジェクト名                                                                    

	
	
	


２．事業内容

	
	目的：

事業内容：

適合性：(社会的貢献性、新規性、実現性、市場性、成長性について記入してください)

スケジュール：
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


プロジェクト担当者連絡先

団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　部署･役職名：　　　　　　　　　　　　　　　

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先：　　　　　　　　　　　　　　　　

住　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参画メンバー
団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　部署･役職名：　　　　　　　　　　　　　　　

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先：　　　　　　　　　　　　　　　　
 (様式１－③)

Ｋ－ＲＩＰプロジェクト費用明細書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）　

	助成対象経費
	プロジェクトに要する経費
	

	の区分
	自己負担額
	助成金額
	合　計
	 eq \o\ad(積算基礎,　　　　　　　　　　　　)

	１．謝　金
	
	
	
	

	　（通訳・翻訳費）

	
	
	
	

	２．旅　費
	
	
	
	

	　

　採択者旅費
	
	
	
	○○○円×○回×○人=○○○○円

	　海外渡航旅費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　講師旅費
	
	
	
	○○○円×○回×○人=○○○○円

	　
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	３．その他の経費
	
	
	
	

	　会場借料
	
	
	
	○○○○円×○回

	　印刷費
	
	
	
	報告書○○○○円､ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ○○○○円

	　通信運搬費
	
	
	
	@80円×○枚×○人×○回=○○○円

	　消耗品費
	
	
	
	

	　資料費
	
	
	
	@10円×○枚×○人×○回=○○○円

	
	
	
	
	書籍○○○○円

	４．委託費
	
	
	
	

	　委託費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	５．管理費
	
	
	
	

	　管理費
	
	
	
	１～４の合計の８%

	
	
	
	
	

	　　合　　計
	
	
	
	


助成対象経費について

　Ｋ－ＲＩＰが助成する経費は以下のとおりです。

（各科目の具体的金額等については、次項「助成金交付の対象となる経費と支出できる範囲」以降の要領に従い計算して下さい。）

　
１．謝　金

講演会等の講師や研究会の委員など、外部の者から本プロジェクトの遂行上必要な専門知識の提供をうけるために支払う謝礼

　　　海外における通訳及び海外案件に際して必要な翻訳等に要する費用
２．旅　費

採択者が本プロジェクトに係る業務の遂行に必要な旅費

講演会等の講師などを外部から招聘する場合の旅費

　　　海外に出張する場合の一連の国内及び渡航旅費
３．その他の経費

（１）会場借料

交流会、研究会、研修会等を開催するための会場借上料

（２）印刷費

調査票、パンフレット、評価報告、テキスト等の印刷に係る経費

（３）通信運搬費

講習会、研究会開催のための通知、調査のための郵送料、機器・機材等の運搬のための経費（電話代は対象と致しません。）

（４）消耗品費

本プロジェクト実施に必要な最小限の消耗品の購入
（５）資料費

本プロジェクトを実施するのに必要な図書等資料購入費、コピー代

（コピー代は1枚当り１０円とします。）

４．委　託　費

事業計画策定、需要開拓等のための調査研究、試作品の設計・製造等本事業に係る業務の一部を採択者以外の外部の業者等に委託する経費

＊助成金額総額の３０％を上限とします。

５．管　理　費

その他プロジェクト遂行に要する費用（上記１．謝金～４．委託費合計（各費目に係る消費税も含む。）の８％以内とすること。）

（注）なお、消費税につきましては、対象となる各費目それぞれの経費に含まれる

ようにして下さい。　　

◎　助成金交付の対象となる経費と支出できる範囲
	   科　　目
	        　　　　支　　　　出　　　　範　　　　囲

	1． 謝　金


	講演会等の講師や、外部の者から本プロジェクトの遂行上必要な専門知識の提供をうけるために支払う謝礼

	　　
	

	　講師謝金
	・専門家が講演会等の講師を行うために支払う謝礼

	
	

	　通訳・翻訳費
	・国際市場を開拓するに際して、相手国において通訳に係る費用
　及び、資料の翻訳に関する費用

	２．旅　　費
	研究会への専門家の出席旅費、講習会への出講者の旅費、事業を

	
	行うための旅費等

	
	

	  採択者旅費
	・採択者が本プロジェクトの活動を行うために要する旅費

	
	　（単なる通勤手当は対象とならない。）

	　講師旅費
	・専門家が講習会の講師として出席するための旅費

	　海外渡航旅費
	採択者が本プロジェクトの活動を行うために要する海外旅費
（国内移動費を含む）

	３．その他の経費
	

	
	

	  会場借料
	・研究会、研修会、講習会等を開催するための会場借上料

	
	　

	  印刷費
	・調査票、パンフレット、評価報告、テキスト等の印刷に係る経費

	  通信運搬費
	・講習会、研究会開催のための通知、調査のための郵送料、機器・

	
	　機材等の運搬のための経費（電話代及び振込手数料は対象となら

	
	　ない。）

	  消耗品費
	・本プロジェクト実施に必要な最小限の消耗品の購入

	　資料費


	・本プロジェクトを実施するに必要な図書等資料購入費、コピー代

（コピー代は、１枚当り１０円）



	４．委　託　費
	

	　委　託　費
	・事業計画策定、需要開拓等のための調査研究、試作品の設計・製

	
	造等本事業に係る業務の一部を採択者以外の外部の業者等に委託

	
	　する経費

＊助成金額総額の３０％を上限とします。



	５．管　理　費

  管　理　費
	・その他本プロジェクト活動に要する費用（上記１．謝金～４．委託合計（各費目に係る消費税も含む。）の８％以内とすること。）

	
	


注：消費税については、各科目の経費の内税とすること。
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